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津軽海峡文化圏における民俗宗教の共通性
一神社信仰・シャーマニズム・講集団を中心として-
The Characteristics of the Folk Religion around the Tsugaru Strait 






















2 )前掲注 1)、 2亘。
3 )宵良高弘編「北海道を探る』第10号(戸井特集、 1986年)、同第15号(福島特集、 1988年)、同第18号(野辺地
特集その 1、1989年)、同第20号(野辺地特集その 2、1990年)、宮良高弘編『野辺地の社会と民俗一有戸の事例』
(1991年)など。


































































6) Ir椴法華村史』椴法華村、 1986年、 970-971頁。
7) Ir知内町史』知内町役場、 1986年、 190頁。
8) Ir松前町史」通説編第 1巻上、松前町、 1984年、 897頁、および能戸邦夫「蝦夷地における神祇奉斎の諸相J(Ir神
道古典研究会報j] 6、1984年)56 -57頁。
9 )前掲注 8)、 330頁。
10)九学会連合下北調査委員会編「下北 自然・文化・社会』平凡社、 1967年、 243頁。



































































































































































































































神社名 神社数 貴船 6 
稲荷 144 武聾槌 5 
八幡 111 春日 5 
熊野 60 羽黒 5 
神明 46 少彦名 4 
加茂 15 月夜見 4 
保食 15 諏訪 4 
薬師 14 深山 3 
愛宕 12 白山姫 3 
天神 1 洗磯寄 3 
胸肩 1 大雷 3 
大山祇 9 淡島 3 
闇 9 白山 3 
鹿嶋 9 その他 112 




神社名 神社数 鹿嶋 o (1) 
稲荷 6 (3) 羽黒 o (1) 
八幡 3 (0) 馬形 o (1) 
神明 2 (0) 八雲 o (1) 
恵比須 1 (4) 船玉 o (1) 
千軒 1 (1) 広峯 o (1) 
熊野 1 (0) 金万比羅 o (1) 
月ノ崎 1 (0) 川上 o (1) 
釜谷 1 (0) 産胎 o (1) 
丸山 1 (0) 熱田 o (1) 
白神 1 (0) 合計 19 (18) 
荒神 1 (0) 





2) i明治十二年六月調 渡島国松前郡神社明細帳(抜粋)J(Ir福島町史』第1巻(史料編)、福島町、 1993年、 893-
902頁)による。なお同じ北海道でも、内陸開拓地では、開拓に関係のある札幌神社の三祭神、および天照皇太神
を紀っている所が多い(Ir新北海道史」第4巻(通説3)、 1971年、 1137頁)。


































25) r脇野沢村史 民俗編』脇野沢村役場、 1983年、 337頁。














































































































































































































53) r関の民俗j (青森県立郷土館調査報告第16集(員俗8))青森県立郷土館、 1984年、 108頁。
54) r宇鉄の民俗j (青森県立郷土館調査報告第21集(民俗10))青森県立郷土館、 1987年、 100頁。
55)宮良高弘編、前掲注 36)、124-125頁。
56) r小田野沢の民俗j (青森県立郷土館調査報告第14集(民俗7))青森県立郷土館、 1983年、 104-105瓦。












[青森] 深浦町関の二十三夜講聞は、正月23日・ 5月23日・ 9月23日の三回、宿の家に集まって
行われる。講員は年配の女性が中心である。昔は餅をついたり、お神酒を供えたりしたが、今は簡単
なお菓子を買ってきて二十三夜様の掛図の前に供えるくらいである。夜中に月が出て来るのを家の窓
から眺めながら、月の出具合で世なみをする。月に手を合わせ拝んでから、参加者一同共食する。
[道南] 戸井町瀬田来の二十三夜講 60)では、旧暦1月22日の晩から翌23日の朝方にかけて同信の
者が宿の家に集まり、月を拝む。これをサンヤサマあそばせるという口お参りする者は重箱に米を入
れて持参し、宿の家では床の間のサンヤサマの掛軸にお供えの餅や赤飯・菓子を上げる。この講は成
員を明確に限定してはいないが、女性の参加者が多かった。
若干の地域的差異は見られるものの(例えば、道南地方では地蔵講に僧侶が関与していることなど)、
これら三つの例からもわかるように、津軽海峡両岸地域における講集団は名称のみならず、組織や活
動内容の点でもきわめて類似している。
道南地方に分布する様々な講とその核となる諸神への信仰(伊勢信仰、金毘羅信仰、・・・・恵比寿信
仰、庚申信仰、二十三夜信仰など)が、対岸の青森県から入って来たものであるか、それとも他の地
域(例えば移住元のムラ=母村)から入って来たものであるかは、個々の事例によって見なければわ
からない。ただ少なくとも現時点でいえることは、道南地方の講集団は、その名称・組織・活動内容
などの点において、対岸の青森県で見られる講集団と共通した部分が非常に多い(文化的に連続性が
ある)ということである。
なお津軽海峡両岸地域では、特に漁民の信仰に基づく講(善宝寺講・金毘羅講・龍神講・恵比寿講
・船魂講など)と、地域社会の女性を中心とした仏教民俗的講(地蔵講・念仏講・観音講など)が盛
んに行われていることが大きな特徴といえる。前者が男性を中心とした、「生」に関わる講であるの
に対し、後者は女性を中心とした、「死」に関わる講であると考えることもできょう。
58)前掲注 1)、 314-315頁。
59)前掲注 53)、106頁。
60)前掲注 1)、 314頁。
5. おわりに
本稿では、神社信仰・シャーマニズ、ム・講集団の三点から、津軽海峡両岸地域における民俗宗教の
共通性を見てきたが、いずれの項目においても、多くの文化的連続性・共通性を指摘することができ
る。例えば神社信仰については、修験道(山岳信仰)の影響、祭神の神仏混滑的性格、稲荷・八幡信
仰の卓越、漁民の信仰(稲荷・恵比須・弁財天・毘沙門・龍神信仰など)の隆盛、別当制度の残存、
山車文化、民俗芸能(鹿子踊)の共通性などを、シャーマニズムについてはカミサマ信仰・オシラサ
マ信仰の両地域社会への浸透を、講については龍神講など漁師仲間による講と、地蔵講など仏教民俗
的な講が車越している点などを挙げることができる。しかしその一方で、津軽海峡両岸地域において
は、同ーの文化要素でも、それぞれの土地の文脈に適応して、異なった様相を見せていることも明ら
かになった 61)口例えば別当の性格の違い、山車祭りの形態の地域差、道南におけるカミサマ信仰の土
着化現象などがそれである。
本稿では、津軽海峡文化圏の民俗文化の特質を理解する第一歩として、両岸地域に共通して見られ
る(民俗宗教に関する)文化要素を取り出すことに主眼を置いた。そのため、個々の事例の背後にあ
る社会的文脈に十分に踏み込んで比較検討を行うまでには至らなかった。今後は、津軽海峡両岸の各
地域社会においてよりインテンシヴな調査を行い、そこで展開している民俗宗教的事象を、当該地域
の自然的・歴史的・社会的文脈との関係において理解するとともに、それらのデータを津軽海峡文化
圏というより広い枠組の中で慎重に比較検討してし、く作業を進めていきたいと考えている。
61)一言で青森県といっても、津軽と南部、下北では自然的・歴史的条件の違いによって民俗文化の様相がかなり異
なっているし、道南地方の中でもかなりの程度民俗文化の地域差が存在するものと思われる。その意味で、津軽海
峡両岸地域の文化聞は、実際にはさらにいくつかの文化圏が重なりあった複合的(もしくは重層的)構造を持って
いると考えた方がよし、かもしれない。
